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備考
1　評価点を合計後、四捨五入を行い、整数としたものを検査員評定点とする。

　ただし再検査（手直し確認は除く）の場合は、合計から５点減点とする。

2　複数回検査した場合は、完了検査後、評定項目ごと下記算式により最終成績を算出する。

　評定項目最終成績＝A×0.3＋B×0.7（小数第2位四捨五入）

　A：中間・既済部分検査評価平均点　B：完了検査評価点

　算出された細目ごとの評価点を合計し少数第1位を四捨五入し検査員評定点とする。

第４号様式の２

評 定 者
契約番号

検 査 員 氏 名

　書類全般・技術力

　成果品の品質・出来ばえ

完了検査のみの場合の評定点

評定点
評定項目

評価点

再検査（５点減点） （　　　）
再検査は、左欄に○を入力
所見欄へ再検査理由を入力

検 査 員 評 定 点

検 査 所 見 欄 （ 及 び 再 検 査 理 由 欄 ）

複数回（既済部分・中間・完了）検査時の評定点

検査種類 評価点 備　　考関係書類 成果品の品質

Ａ

Ｂ

検 査 員
評 定 報 告 書
（設計・測量・地質調査等）

検査員評定報告



第４号様式の３

検査員委託成績評定項目別評定表（完了の確認）

評定
項目

良
好

普
通

可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　　数 配点 小計

0 ×1.0

0 ×0.67

0 ×0.33

÷ ×10＝

※　評価内容の内、業務の内容に合致しないものは、評価しない。
※　評定項目ごとの点数は、小数第2位を四捨五入する。

チ

ェ
ッ
ク

数
合
計

係
数

点
数

計

良好

普通

評価 評価参考基準

業務を積極的に行い、十分な結果が確認できた。

大きな指摘事項はなく、概ね問題なく業務を遂行した。

可 指摘事項があり、修正等に時間を要した。

書
類
全
般
・
技
術
力

評価内容

関係書類及び記録の整理に創意工夫が見られる（良好評価のみ）

打合せ議事録は、事業実施の各段階での調整結果を明記され、十分整理されていた

官公庁等関係各所との調整は円滑に行われていたことを書類で確認できた

変更に基づく書類は、提出されていた

業務目的に必要な検討事項が漏れなく決定され、検討事項間の整合も図られていた

検査開始時に受託者より設計内容に対する趣旨及び目的が説明された

質問に対し的確な回答がされた

適時に資料をまじえて説明を行い、内容が容易に理解できた

契約書、仕様書に基づく各書類は、整理されていた

技術者及び再委託・監理業務技術者届に資格者証の写し及び経歴が添付されていた

業務計画書は、仕様書に基づく設計趣旨等が記載されていた

必要な使用機器（測量器等）は、承諾を受け、証明書が添付されていた

対象工事に係る関係法令及び施工に関する一般的な知識を有していた

工程表に基づいて業務が行われ、遅滞がなかったことを書類で確認できた
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第４号様式の４

検査員委託成績評定項目別評定表（完了の確認）

評定
項目

良
好

普
通

可

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

　　数 配点 小計

0 ×1.0

0 ×0.67

0 ×0.33

÷ ×10＝

※　評価内容の内、業務の内容に合致しないものは、評価しない。
※　評定項目ごとの点数は、小数第2位を四捨五入する。

評価内容

成
果
品
の
品
質
・
出
来
ば
え

設計図書に示された与条件等が漏れなく実施されていたことを確認できた

業務遂行段階での指示事項が、漏れなく実施されていたことを確認できた

関連する業務に整合がとられ、設計図書、資料等にくい違いはなかった

数量計算書等に計算のミスはなかった

設計図書、資料等に記入ミスはなかった

関係法令を満足する設計になっていた

調査結果が設計図書、資料等に反映していた

積算調書と内訳との内容及び数量は一致していた

社内で照査（チェック・確認）した書類が提出されていた

単純な誤字及び脱字は認められなかった

成果図書は、目次及びインデックス等により、わかりやすく整理され、ファイリングも適切だった

必要な写真、データ類、資料等は、整理されて提出されていた

提出すべき成果品の確認が漏れなくできた

計

出来ばえの向上のための創意工夫が見られた（良好評価のみ）

業務を積極的に行い、十分な結果が確認できた。

大きな指摘事項はなく、概ね問題なく業務を遂行した。

指摘事項があり、修正等に時間を要した。

評価 評価参考基準
チ

ェ
ッ
ク

数
合
計

係
数

点
数

良好

可

普通
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